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沖縄の産業経済の現状と技術課題

育 :城 弘 岩

(沖縄県工業連合 会 )

県工業連合会の宮城でございます.

これから小 1時間,私の,多分おもしろくな

い話が出てくるかも知れませんが,ひとっお付

き合いをお願いします.

今日のテーマは ｢沖縄の産業経済の現状と課

題｣で,このテーマについては,もう僕は,痩

れるほどたくさんやってきたので,本当はあま

りやりたくないのです.というのは,その程度

は知っていらっしゃるだろうという気持ちも一

方にあります.したがって,それもそこそこで

やめまして,私の休験,経験から見ての技術論

といいますか,技術のとらえ方,技術のあり方

と取り扱い方というものを,われわれ産業の現

場の方向から,ちょっと提言,提案をしてみた

いと考えておりますので,ご了承お願いします.

先ほどから当研究会の財務報告,会計報告を

聞いていて,よく少ない予算であんなにすぼら

しい仕事をするものと関心 しております.僕の

事務所でいえば1か月分の費用にしかすぎない

んですけど,よくあんな大きなことをなさるか

と感心 しております.

話は,本題に移りますけど,この沖縄の経済

とか,産業というのはもう多分皆さん知りつく

しているんじゃないかと思うくらい私は考えて

おります.その沖縄の産業について,一つのと

らえ方をしております.一つのとらえ方という

意味は,いくらものが入ってきて,いくらが出

* 〒900 那覇市壷川155-3.

ていったかというとらえ方をします.例えば,

われわれが,毎日毎日生活をしているわけです

けど,いくら外からものが入ってきたかと,あ

るいはいくら買ったかといいますと,沖縄では

実は約 1兆 1千億円,平均で,大体 1兆 1千億

円の買い物をしているんです.その1兆 1千億

円に対 して,どれだけ自分で稼いでいるかとい

うと約6千億円ぐらい.つまり収支はマイナス

5千億円くらいになってきます.この1兆 1千

億円というのは,ほとんどこれは商品です.物

です.物が外から入ってくると,そのための支

払いが 1兆 1千億円になります.

われわれが,対価として稼いでいる6千億円

というものの中の約36%は物です.他は物を外

に売って稼いでいる金でありません.残りのい

わゆる6割ちょっとのものは,これはどっちか

といいますとサービスです.あるいは観光だと

か,その他のサービスでもって,外から稼いで

きているということになっております.

したがって,沖縄をこの一つの株式会社とい

うとらえ方をしますと,売上が,6千億円に対

して買い入れ,あるいは仕入れが,1兆 1千億

円ということになるわけです.明らかに5千億

円の赤字ですよという意味です.それでは,そ

の赤字をどういうふうに埋めているかといいま

すと,これこそ,ある意味では補助金的な性格

に近いものですが公共工事といいますか,ある

いは地方交付税だとか,国庫支出金だとか,あ

るいは国の出先機関,あるいは米軍基地から約

1,083億円ぐらいでやっと埋め合わせをしてい
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るというのが実状です.これを財政依存型の経

済と普通一般にいわれております.

それともうーっ,貿易面をちょっと見ておき

たいのですけど,沖縄の貿易というのは,大休,

これもマイナス･赤字大体 4千億円くらい毎年

つくっているところです.まあ,たまたま去年

は良かった.良かったという意味は,実は過去

2年間において,入ってくる量は同じだけれど

ち,支払うお金が半分で済むという状態が2年

程発生 しましたので,いわゆるオイル安,円高,

ドル安という現象が起こりまして,これが半分

半分と,対前年比50%ずつ下がってきた関係で,

去年はこれまでの輸入に対する支払いが 1番少

ない金額1,200億円ぐらいの支払いになりまし

た.

それと反対に,沖縄の輸出,これが1番高く,

252億円です.従来,これはもっとひどい状態

を示すのです.去年はむしろ歴史的と言われる

くらいよかった.その沖縄の輸出に対 して輸入

というものは,ものすごく少なかった.これを

ちなみに簡単に読み上げて説明しておきます.

58年は輸出を 1として,いくらの輸入があっ

たかというと.輸出 1に対 して輸入118.59年

は輸出1に対 して輸入81と､まあ金額にします

と5千億円です.それが60年が輸出1に対して,

輸入22と.61年が輸出 1に対 して,輸入12と.

それで昨年は輸出1に対 して輸入6というふう

な状態をたどっています.ということは逆算 し

ますと支払わなくてもいい金が沖縄に相当たまっ

たと,いうふうに考えていいと思う.

したがって,ここ半年間,沖縄の景気はもの

すごくいいという意味は二重の金余り現象とい

いますか,豊かな状態を今続けていると私は見

ています.つまり,これまでの輸出入差額で一

番支払いが少ないのは,去年だったんです.そ

うすると,払わなくていい金が沖縄にたまった

というのと,去年の6月くらいから内需拡大と

いう意味で,大体392億円のボーナスが沖縄に

入ってきているんです.その二つの金を足すと,

いま沖縄が一番豊かな,金銭的にです,時代じゃ
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ないかというとらえ方をしています.

そして,この沖縄の経済も,実はよくよく考

えて見ますと,先ほどちょっとふれましたけど,

沖縄の経済を引っ張っているのは何かといいま

すと,公共工事なんです.公共工事が沖縄を引っ

張っており,これまで16年間に沖縄に投入され

たお金というのは2兆 6千億円ぐらいあります.

それを年平均にしますと, 1千650億円ぐらい

毎年入ってきて,-人当たりにすると11万円ぐ

らいです.月間にしますと135億円ぐらいにな

ります.その3倍,去年,内需拡大という意味

で沖縄にぶち込まれていますから,約3倍のボー

ナスを沖縄は貰ったことになるし,約 3倍の仕

事量が沖縄についたことになるわけです.その

ことで今,非常に潤っているんじゃないかと思っ

ています.

しかし,これを純粋な経済の姿から見ると,

異常ということはいなめないんじゃないかと思っ

ています.というのは,先はど申し上げたとお

り,われわれが稼ぐ以上のものを,今,消費し

ているわけです.そして足りない分を公共工事

などで持ってきていると,財政依存型という意

味だと思うのです.

実は,これを本土と比べて,よくわからない

んですけどね,本土と比べる危険性はたくさん

ありますが,特徴なところだけ申しあげますと,

例えば建設業,GNPという言葉がありますけ

ど,その中身をちょっと話 しますと,非常に特

徴的なのが5つぐらいあります.建設業が,本

土の平均のくらべて倍くらいあり,それから公

務員の数が本土平均に比べて2倍いますし,ど

うやら失業対策じゃないかと思うぐらいです.

それから製造業が非常に少なく,極端に少なく,

これは大体,本土が29なら沖縄が7という状態

です.それから不動産業が非常に多い.

それから逆に言いますと,三次産業が肥大化

しているといいますか,極大化 しているといい

ますか,非常に大きい.ご存 じのとおり,沖縄

の 二次産業,いわゆる卸小売業,あるいは観光

も含めて,サービス産業,これが75%ぐらい,
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表 1.特徴的な産業別総生産比較

沖 縄 全 国

L.建設業 13 7

2.公務員数 17 8

3.製造業 7 29

4.物的生産 12 23

5.不動産業 il 9

資料 /中縄県の経居候′兄(企画開発部62年度)

残りは一次産業と二次産業を足して25というぐ

らいになっています.このへん皆さんご存じと

思うのですけど,これがいわゆる沖縄の経済の

体質が弱いという状態を作り出しているのです.

別な言い方をしますと,三次産業偏重の経済と

いうことかもしれません.こういう経済体質は

実をいいますと,世界中どこへ行っても,その

三次産業が肥大化している地域とか,国という

のは体力というものがものすごく弱く借金国に

なっているのです.

そういうことで,三次産業,サービス産業が

非常に肥大化している状態は,現象的にどうい

うことが起こっているかといいますと,まず働

く人間が非常に少なく,いわゆる汗水垂らして

働く人間が少ない.あるいは生産性,物を作っ

ている生産性が非常に低いことになります.

別の言い方をしますと,インフレの体質の強
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い経済の体質になっております.インフレの体

質ですから,工業,産業を起こそうとする場合

に非常に難しいのです.インフレ社会というの

は,工業,産業を起こそうとする場合に非常に

難しいんです.インフレ社会というのは,工業

を起こすのに大変難しいのです.ものを作ろう

と思っても,人件費だとか,工場関係.土地代

がものすごく高くついて,本当の意味の工場経

営,産業を成り立たそうという要素が,圧迫さ

れてしまう.インフレは沖縄の産業を別な意味

から阻害している要因じゃないかとおもってい

ます.

それから,話をとばしますけど,要するに沖

縄の経済は今,一方ではインフレのの体質であ

ること,もう一方では二次産業が非常に弱いと

いうことです.その意味の内容の話を引き続き

やっていきますが,一つだけお断わりしておき

ます.このあたりから,私の,これは独断と偏

見に入っていきますけど,私の経験論をベース

にして話をしていきます.

いわゆる,これまでに沖縄で,二次産業はだ

めなんだと言われてきた理由をちょっと申し上

げておきますと,一つには,非常に本土と離れ

すぎていること,遠隔性ということでです.2

番目が市場規模,マーケットの大きさが小さい

こと.

もう一つは塩害がひどいこと.それから労働

力が非常に良くないこと,劣悪といわれており

ます.それから土地が狭い.労働賃金が割りか

し高く割高になっている.それから下請け関連

の産業,企業がないこと.技術の集積が低いこ

と.電力,水道料金が高いこと,これらが一番

不利であると言われている理由なんです.それ

でもって大体平均的に,多くの学者,先生は,

沖縄での産業はだめなんだというふうに普通おっ

しゃっています.

一つ有利な点もあります.いわゆる労働力は

豊富であるという面もあるし,亜熱帯気候に属

するという面もある,地理的有利性を持ってい

ること,あるいは貿易,流通確保に便利な場所
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にあること,あるいは地場資源が豊富であると

いう面もありますけど,総じて,この沖縄で産

業が起こらない,起こしえない,不可能である,

難しいんだという場合の理由は,先ほど申し上

げた内容になってくると思う.

だけど,私はこれに対してほとんど賛成はし

ておりません.というのは,先はどの理由とい

うのは,ほとんどこれは平均的なものの見方な

んです.あるいは,本土を基準にしたものの見

方になっていると思う.っまり,時代が変わっ

てきているという意味です.10年間,ここ5年

単位で見ても時代がものすごく変わってきてい

る.180度くらい変わってきており,そしてどっ

ちかといいますと,今まで申し上げた理由とい

うのは,むしろ平均的な数字でもって論理が成

り立っているんじゃないかという見方をしてい

るのです.

実際にわれわれが企業経営を行う場合に,辛

均的なものの見方を絶対祝しません.むしろ,

こういった不利の条件があるとするならば,一

つ一つ自分のものにしていこうと,技術開発し

ていこうという,逆なとらえ方をしちゃうんで

す.したがって,マクロでみれば恐らく産業は

だめだろうと,不可能であろうという表現をな

さる,だけどわれわれは,いわゆる経営の立場

から見ると,むしろ逆に開発すべきものが豊富

だなあと,山とあるというとらえ方をしちゃう

んです.つまり,一つ一つ開発していけば,棉

当先端の産業になれるんだけどというのが,常

日頃,僕が反省しているところです.

逆に言いますと,ちょうど今申し上げた不利

な条件を,円高 ･ドル安の時代,あるいは内需

拡大の時代,貿易黒字が非常にたまってきて,

日米貿易,貿易摩擦,経済摩擦が出てくると,

むしろ逆になってきているんじゃないかと,不

利と言っていたものが,すべて有利と見る目が.

これから出てきたんじゃないかと.いわゆるマ

イナス要因が全部括弧で閉じる時代になってき

たと,そうするとプラスになるはずと.っまり

戦略的に非常におもしろい地域になってきた,

南方資源利用技術研究会誌

というふうに僕はとらえておるんです.

そこで,もう一つ別の話をしておきたい.沖

縄で本当に,産業が成り立たなかった,成り立

たせなかったということの背景を.もう一度シュ

ミレーションしていきますと,これは前も調べ

たことがあるんですけど,儒教の国,例えば中

国とか韓国,台湾,沖縄も含めて,そういった

国々では,技術者というものは,ものすごく社

会的地位が低いんです.中国では,｢チョウラ

ウジョウ (臭老九)｣という言葉で呼ぶんです

けど,チョウというのは臭いという意味です.

ラウというのは年とっているという意味,ジョ

ウというのは数字の九という意味です.チョウ

ラウジョウという言葉で呼ぶのですけど,ある

いは ｢キキインコウ (奇器淫巧)｣いろんな言

葉が出てきまして,沖縄の言葉で言うとェタ非

人のことです.別な言い方をすると官僚社会が

非常に確立されていて,技術者の社会的地位が

ものすごく低い.これはいわゆる儒教社会に共

通的に見られている現象です.そして,新たに

開発された技術というのも,一般化させきれな

いと,普遍化しない,あるいは大衆化しないと

いう側面も強く持っているんです.それが社会

的に技術者が非常に低く位置づけられていると

いう歴史的な,あるいは宗教的な背景です.

もう一つは,いわゆる1609年以降の薩摩統治

以降,為政者といいますか,沖縄Lを支配する

方々が,二次産業の技術開発をあまり好まなかっ

たと.そういう意味で,例えば韓国,台湾では,

日本語を切り替える,あるいは学校の先生,に

なるように人材を送り出すということで,統治

者にとって技術開発というのはあまり好まない.

(旋盤一台あったら)ピストルとか,鉄砲とか

を作れますから,やっぱし統治する側には具合

悪かったと思う.薩摩,明治,それからアメリ

カ時代というふうに支配する側にとっては都合

の悪いもんだっただろうと思う.

それを,ちょうど1609年,僕は興味あって見

ていたんだけど,いわゆる沖縄の石材技術とい

いますか,石の加工技術,つまり例えば崇元寺
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だ,真玉橋だ,円覚寺だという,あの加工技術

というのは,1609年以降と以前とでは,全然達

うんです.数が以降は話にならないくらい低い

んです.

それから,仮に沖縄に名古屋地方並みの,い

わゆる民間技術というのが,もし成立するなら

ば,恐らく米軍の基地,機能の維持は不可能だ

ろうと思うのです.例えば,香港からさくら2

号で今,電波を送っていますね,東南アジアの

ニュースを東京で流すために.香港では,香港

から発したニュースを,そのままキャッチして.

ダビングして一般市販しているんです.要する

に,このファックスでも何でもいいですけど,

空中を飛び交うもの,これはほとんどキャッチ

できて,同時に--ドコピーに取れる時代なん

です.したがって,僕は日本の民間の技術,ハ

イテク技術が沖縄に出てくると米軍基地の機能

は維持できないんじゃかいかと思ったりもしま

す.そういう意味で,伝統的に二次産業分野の

技術開発を押さえてきたというmFJ面があります.

さらには,明治以降,特に沖縄の企業経営者

が見た.企業者像というのはどんな像かといい

ますと,大体が商人で,大阪商人,鹿児島商人

が経営者なんです.経営者像というのは商人な

んです.ご存じのとおり商人というのは,流通

業,ものを右から左に流す,これは流通業,商

人といわれる.商人というのはあくまで相手の

顔を見ながら値を下げたり上げたりするのが商

人であります.つまり製造業思想は,全然育て

てないんです.

例えば,名古屋を基準にしますと,いわゆる

メーカー思想というのは,沖縄では非常に少な

いし,あるいは現在工場を経営している方々と

よく話をしますと,商人的な発想で工場を経営

している方が圧倒的に多いんです.だからよく

見てみると, ｢あっ,この人が工場を経営する

とうまくいかないだろうなあ｣というのを,工

場を診断していくと非常によくわかるのです.

また,これはよく皆さん科学技術という言葉

をお聞きだと恩うんですけど,この科学技術は,

沖縄の産業経済の現状と技術課題

僕は沖縄ではまだ,技術は科学と結びっいてい

ないと考えているんです.人類の発生以来,ずっ

と技術というのは人頬と共にあるのだけど,こ

の科学というのは実は後からやってきたもので

す.この両者はまだまだ結びっいていない.例

えば沖縄の民芸加工にしろ,あるいは焼き物に

しろほとんどそうです.つまり科学という意味

は,産業化という意味です.産業化というのは

工場経営,特に大量生産,大量消費という原理

が根底に流れている産業だろうと思うし,した

がって例えば,焼き物でも,沖縄ではみんな作

品作りを一生懸命なさる.しかし,われわれが

本当に必要なのは作品ではなくて商品なんです.

商品作りがものすごく下手なんです.その分野

に携わる人たちが飯が食えないという状態を僕

は産業化していないと考えているのです.これ

をⅩ軸Y軸で見ると,Ⅹ軸がむしろ科学である

とし,先はど申し上げた産業化であり,工場で

ある.Y軸がいわゆる伝統工芸というもの,い

わゆるアートの世界だと思う.だから縦線に引っ

張ったのがアートの世界であり,横線に引っ張っ

たのが底辺としての,むしろサイエンスの世界

だろうと思う.われわれが学校で勉強するのは,

圧倒的にこのサイエンスの部分が多い.アート

の部分は勉強しておりません.

もっとわかりやすく言いますと,たとえば金

城次郎さんの焼き物を,私の目の前に20万,何

十万円というものを見せられた時に,恐らく私,

何の意味かさっぱりわからないと思う.そこで,

もし僕に見せるんであったら1個200円か300円

のシーサー小で十分です.そのシーサー小を見

て,焼き物を見て,僕がそれに興味を持ち,恐

らく一年過ぎて2千円のものを買うかもしれま

せん.2千円で買って,さらに興味を持って僕

は20万円の焼き物の意味,価値がわかるんです.

したがって,私がY軸.縦軸と言ったのは,い

わゆる非常に手の届かない状態,沖縄の場合.

我々の所得水準から見て,何十万円という高い,

織物だとか,焼き物というのは,これはもはや

芸術品であって,一般商品ではない.したがっ
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てトートーメ一に飾るのがおちでしょうと,し

たがってトートーメ一に飾る状態では産業とは

言わないんです.芸術と言ったはうがいい.トー

トーメ-から,台所まで引っ張ってきまして,

そこで初めて大量に使っていこう,大量に消費

していこうと,そこで初めて産業になるのです.

その底辺部分がより長く広く,また厚ければ厚

いほど,高いY軸が立つでしょう.っまりY軸

の高いもの,芸術品な要素のものは,この底辺

がしっかりしていないと売れないでしょうし,

非常にぐらつきやすいでしょうという意味です.

さらに詳しく申し上げたいけれども,まだ沖縄

では,技術というものが科学としっかり結びっ

いていないという印象を持っています.

それでは,これまで沖縄に,技術というのが

どういう形で導入されてきたかというふうなこ

とを考えて見ますと,非常にいい例,典型的な

例が,恐らく芋,キビ,パインじゃないかと,

農業分野でわかりやすいんで説明します.例え

ば,芋でも1605年,キビが1623年に入ってきて

いる.パインが多分戦後だろうと思うんです.

重要なのは,外から入ってきた技術がそのまま

であるという意味です.300年の歴史にもかか

わらず外から入った技術がそのままでしかない,

いわゆるそれ以上の技術の開発がなされてない

という意味です.この300年以上,あるいはこ

の期間何をやっていたかという疑問がすぐ出て

くる.

今みたいに自由化の問題だとか,国際化の問

題になってくると全くもう対応できない.これ

を恐らく研究室だとか,あるいは試験場では,

いや違うよともっとできてるとおっしゃるかも

しれませんが,産業化,事業化されている段階

での判断です.いわゆる外から持ってきた技術

は,そのままであり,それ以上の技術の開発,

向上はなされていないのです.パインにしても

そうじゃないかと思う.

ところがご存じのとおり.あるアメリカ人が

中国へ行きまして変なミカンを買い込んでいっ

て.カリフォルニアですか,そこで開発したの

南方資源利用技術研究会誌

がいわゆるグレープフルーツだといわれている

もの,それですね.それから同じく毛のはえた

ような変な果物を中国からニュージーランドへ

持っていって開発したのが,今非常に売れてい

るキューウイであると言われております.この

類のものは,オリジナリティーを持っていて,

さらなるオリジナリティーを作り出し.そこを

みますと,やっぱりこれは産業化しているなあ

とわかってくるんです.

恐らくこれから,沖縄の農業が国際化し,自

由化に耐えていくとしたら,最近よく出てくる

生産性の問題,あるいは合理化の問題,あるい

は技術等の問題は必ず問われてきます.合理化

だとか.生産性,あるいは要するにほとんど工

場現場でわれわれが頻繁に,ふんだんに使って

いる用語がたくさん出てくる.つまりガットで

自由化が決定されて以降,どんどんこういう言

葉がたくさん出てくるんだけど,実際の農家と

いうのはわかっていません.言葉は知っていま

すけど突っ込んだ話をすると,そういった意味

はわからないです,生産性だとか何とかという

のは.

つまり,外から入ってきた技術が,今以上の

ものにならなければいかないという側面と,ち

う一つこれが国際的に耐えるような状態になる

には,そこに初めて,いわゆる工業的な要素,

別な言い方をしますと規格化.あるいは画一化

という,あるいは形が同じもの,色が同じもの,

あるいはサイズが同じもの,あるいは味が同じ

ものというものが,相当程度できないと産業化

はできない.今非常に活発になっているリゾー

ト,リゾートのホテルで沖縄の地場のもの,例

えば野菜にしろ,果物にしろ,魚にしろ,なぜ

買わないかということを考えていただければわ

かるんですけど商品として供給できないのです

沖縄側が.要するにまだいわゆる産業というか

企業といいますか,いわゆる工場的なセンス,

考え方でこれができあがってない.場合によっ

ては,恐らく農家が農業をやる時代はもう終わっ

たかもしらんと,個 別々々にさせちゃうと,やっ
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ぱし,今申し上げた規格が画一化というのは,

ほとんど得られないだろうと思う.そうすると

これは,農家がやる農業の時代から企業が農美

をやる時代に変わるかもしらんなあというのが,

実感として持っております.

先はどの話に戻りますけど,要するにキビに

しろ,あるいは芋にしろ,あるいは恐らくパイ

ンもそうだと思うんですけど,外から入ってき

たもの以上の技術開発がなされてない.これは

農協の皆さんに大変に悪いんですけど,農協の

皆さんは,外国へ,県外に行った場合に,これ

を失敬してもらってくるんです.笛をもらって

くる,種をもらってくる,ただでもらってくる

という習慣が身についていますから,したがっ

て.ある意味では,これ泥棒みたいな格好です.

これはどういうことを意味するかということ,

こういったことは,結局はその農協のトップに

しろ,あるいはわれわれ企業経営者にしろ,あ

るいは行政もそうですけど,技術はただである

という,ものの見方に置き換えられてしまうん

です.つまり技術開発,人間の努力,あるいは

人間のエネルギーを投入するとか,あるいはい

くら金を使うとかいうことへの認識が非常に甘

くなる.したがって,沖縄ではそういった技術

開発に対する努力というのは評価されない.あ

るいは企業レベルでみても技術水準が非常に低

いということになってきます.

ここにある研究所が沖縄で調べた飼料がある

んですけど,その沖縄のいわゆるR&D,技術

開発の水準というのが,平均 しますとほとんど

技術の必要性を認識していないか,認識してい

ても,要員は平均して一人か二人.そしていく

らぐらい金を使っているんですかというと,大

休200万から400万円,沖縄の大体の企業の売上

は5億円ですから1%割るんです.研究開発に

投入されているお金というのは対売上費にして

1%割っているという状態.いかにこれで技術

が低く見られているか,あるいは技術開発に熱

心ではないか.それに対する熱意がない.そこ

に対する投入というのが,いかに弱いかという

沖縄の産業経済の現状と技術課題

のが出てきているんじゃないかと思うんです.

普通ですと,大体5,6%,いいところにな

ると9%です.そこまでいかないと,本当の自

分の技術開発というのは難しいんじゃないかと

思います.

時間がないの下､データはオミットします.
/

幾っか資料がありまして,技術開発で各企業が,

要するに社会が,あるいは行政でもいいですけ

ど,エネルギーを投入するんだと,時間かかる

んだと,金がかかるんだという認識はかなり低

いということがいえると思う.

実はつい先月,私の方で,沖縄の人材,これ

技術について各工場を回りまして,いろんなこ

とをしらべてきてみたんです.そこでいわゆる

沖縄の人材でもいいし,技術でもいいんだけど,

ほとんどトップが,それを認識していないかま

たは,その必要性を全く感じていないんです.

そしてかつて,例えば,石油プラントでも,い

わゆる装置産業分野において,プラント技術だ

とか,あるいはインスペクター,熔接技術,エ

ンジニアリング,さらにセメント業界でもそう

ですけど,10年前,20年前の技術をまだ誇らし

げに持っている.そして,それが我が社の技術

だと思い込んでいる経営者というのはわりかし

多いんですね.本当にもう沖縄で使えなくなっ

た技術だというのにまだ自分の優れた技術だと

思っている方もいらっしゃる.

しかし,よく考えてみますと,この技術とい

うのは時代と共にといいますか,時代によって,

あるいは社会の変動によって,あるいは企業規

模によって,あるいは経済の発展段階において,

全然同じ技術でも差が出てくるし,評価が違っ

てくるし,必要性が異なってくるというふうな

実感を受けています.

それと,沖縄からわれわれは,県産品を本土

にたくさんものをうっている,売っているんだ

けど,特にアイスクリーム関係ですけど,いわ

ゆる生産,試験研究というよりむしろ栄養要素

分析とか,スペックの分析,あるいは衛生分析

こういった化学分析の人間が,非常にこれまた
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足りないんですね.今琉大の方に,卒業生を何

人か頼むと3年間待たないと一人 (技術)も獲

得しえないと言われているぐらいです.産業開

発からみるとそのへん,あれっという感じを持っ

ている.したがって出荷前の検査態勢がうまく

作れないので,たくさんの移出をしたいんだけ

ど,それがネックになって,販売,あるいは売

上が伸ばしえないということが実態として出て

きております.これは別な分野でもいわれてい

ます.非常に本土で売れるんだけど,どうして

も出荷前にすべての検査をチェックしないとい

かんと,だけど人はいないという現象が起こっ

ている.

あるいはもう一つは,工場現場における例え

ば付加分析だとか,工程編成だとか日常,工場

でどうしてもこうコストとの絡みで,人材,あ

るいは技術が必要なんだけど,これらの技術も

もちろんなければ,人もいないというのが現状

なんです.われわれの産業界の今の現状からい

きますと,これがいわゆる生産管理,もしくは

品質管理,もしくはコストの管理という面で究

極的には競争できない状態を作り出していると

いう意味になります.

加えて技術の素地がないといったらいいかも

しれませんけど,新しい技術が入ってきた場合

に,この技術を評価する技術がない,つまり新

しく本土からこの技術はどうでしょうと売り込

みにきます.売り込みにくるんだけど,この技

術がいいのか悪いのか評価できない.鵜呑みに

して金を支払って, ドロンとされるケースも幾

つか出てきているんです.つまり.その技術と

いうのはいったい誰が開発して,どこから入っ

てきて,誰が持ってきたんだという技術情報さ

えもない.したがって,これは先はど技術蓄積

が非常に低いという意味は.逆に言うと外から

入ってくる技術を評価する技術がないとも言え

ると思う.

そういった意味で,これも飛ばしますけど,

沖縄で私がいろんな企業を訪問して感ずる技術

者の不足,あるいは技術不足というのは,実は

南方資源利用技術研究会誌

人余り現象だと,一方で言われながら,実は一

方では非常に物足りない,これはあるソーセー

ジメーカーで聞いた話ですけど,例えば畜産関

係で,技術を育成,養成する場合に,ひとっの

ブタとかヤギを,あるいは牛を見せて,この一

頭から肉が何キロ取れますかと,生きたままの

こういった生きものを見せた場合に,肉がどの

種類くらい取れるかと,たとえ肉そのものを見

せて,その肉が処理後,何時間たっているんで

すかとか,あるいはこの肉はどの部分の肉です

かというふうに詰めて話をすると,もう残念な

がら,琉大の学生は全然わからんという結論が

聞こえます.悪口言っているわけではないんで

すよ.そういうふうに聞いてきましたので申し

上げております.話をまた飛ばします.

そういうことで,基本的に今,沖縄の現状を

見てきたことを話してきましたけど,そこで沖

縄で,なぜ,産業,二次産業が起こらないかと

いうことを考えていきます場合に,非常に重要

な点は,僕はこのへんでいわゆる本土からのも

のの考え方はやめた方がいいだろうというのを,

大体いっも言っています.

皆さん,先端技術,先端という言葉をよくお

聞きだと思う.つまり,この世の中で先端といっ

たら何だろうということです.仮に技術が形と

して現れてきた場合に,もはやこれは先端技術

ではないんです.その技術を生み出した思想と

いうのがあるんです.考え方です.この思想が

実は先端をいくんです.その思想が形として,

技術としてものに変えられて,目の前に現れた

時点で,もはやこれは先端とはいえないんです.

つまり.そういった先端思想を持っている人は,

いくらでも先端技術を生み出せるし,作り出せ

るんです.そこで先端のオリジナリティーとい

うのは.常に作り出せる態勢にあること.いわ

ゆるこれは,技術以前の思想の段階まで考えな

いと技術というのは,実は本物としては受け入

れられない.

よく技術移転だとか,技術を買うと言います

けれども.実はこれは多くの場合,不可能だと
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言われているんです.技術を買う,技術を移転

するというのは,その技術の背景にある思想ま

ではなかなか入れられないんですね,根付かな

いんです.そうするとこの思想まで入れないと,

先はどのキビとか,パインとか,芋みたいに,

外から入れたままの状態で,何百年,何十年と

いうことになってしまいます.いわゆる技術を

生み出すその背景にあった思想,考え方という

ものを入れないとオリジナリティーの技術は作

れないし,自分の技術も作れないだろうと,そ

ういうふうに考えていきますと,考え方を変え

まして,沖縄であるがゆえの思想といいますか,

沖縄であるがゆえの技術を構築する方法が,当

然出てきてもおかしくないはずと.

したがって,私は,本土から来たすべての技

術を.沖縄の目でもうーBl見直そうという考え

方に立っているんです.すべて外から入ってき

た技術を,沖縄の視点でもう一回見直そうとい

うふうにとらえ方をしているんです.

そうすると,われわれの生活の中で当然出て

きているものとして,例えば塩害の問題だとか,

あるいは冷房の問題,これを開発すべきなんで

す.例えば三洋電横だったか, ｢ウチナ-びけ

ん｣というテレビのコマーシャルがあったんで

すけど.要するに例えば, トヨタの新車を買っ

てきまして,名護から沖縄市まで3年間通った

らポロポロになるということをよく聞きます.

つまり本土の実験室, トヨタの実験室で,いか

に沖縄を想定して防錆用ペインティング,ある

いはコーティングしても,現実の沖縄に持って

きますと,この塩害防止もほぼ,ほとんど役に

たたないんですね.つまり実験室と現実という

のは,もう外気も含めて非常に達うんです.

逆に言いますと,先はど申し上げました,そ

の沖縄であるがゆえの技術開発,先ほど塩害が

あるから沖縄で産業は成り立たないのだという

意味ではなくて,逆に塩害というのを真っ正面

からとらえまして,それに取り組みますと,塩

害防止に対する,関する技術というのは恐らく

先端技術に成立するんじゃないか,日本ではで

沖縄の産業経済の現状と技術課題

すね.というのは,沖縄にあるといいますか,

そういった塩害に関する技術開発がなされて,

沖縄で通用するということになった場合に,忠

らく本土より優れた技術になっているだろうと

思う.そうしますと,この塩害に対する技術と

いうのは,実は南中国とか,あるいは東南アジ

ア各国にいくらでも,これはマーケットが広げ

られるのです.その沖縄の一番ネックになって

いた技術を逆にこれを自分のものにして開発す

ると,実はこれが商品になって売れるんです.

そういうとらえ方の方が僕はいいんじゃないか

と思う.

あるいは,冷房でもそうです.これも永遠の

テーマと私が申し上げたのは,暑いところです

から,今も外にでるとものすごい暑いんです.

実は本土のクーラーだと思うんですけど.沖縄

の各家庭にあるクーラーは実はだめなんです.

何がだめかというと寿命が非常に短い,本土と

比べたら恐らく3分の 1,もしくは2分のlぐ

らいの寿命しかないんです.

これは恐らく大気中に塩分が相当入っている

という意味もあるでしょうが,実は別な意味も

ある.これをよく僕は事例で申し上げるんです.

私は単身赴任になっていまして,名古屋時代も

単身赴任です.日立の冷蔵庫を1個持っている

のです.この日立の冷蔵庫を僕は自炊もよくや

るものですから,冷蔵庫に満配にして使ってい

ました.しかし,名古屋では650円から800円ぐ

らいです 1か月の電気料が.ところが沖縄にき

ますと1,300円にすぐとぴあがっちゃったんで

す.どう考えてもわからない.どうして沖縄の

電気料はそんなに高いんだろうと.

これを単純に,平均して沖縄の電力,あるい

は電気料金が高いから高いという問題ではない

という事が後でわかったんです.っまり暑さと

いう観点からいきますと,一実は名古屋のほう

が圧倒的に夏は暑いです.沖縄は涼しいんです.

だけど電気料金が何でそんな40%も値上がりす

るんだろうというふうに考えてみたが結論がわ

からない.そして名古屋からたまたま友達が来
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たので,ちょっと調べてくれと,俺の電気料金

が何でそんなに高くなるかわからないと.単純

に沖縄の電気料金が高いということで,とても

解決できないはずだから,調べてくれと.

わかったのが,実は沖縄の電気の品質が悪い

というのに気が付いたんです.つまり,沖縄の

電気は恐らく60サイクルか50サイクルかわから

ないんですけど,実はその一定の (公差)で流

れていないなあというのがわかったんですね.

したがって,一定の (公差)で流れていないと

いう意味は場合によってはフル回転 し,あるい

は急回転し,急停止し,あるいはこの電気でい

いますと,明るくなったり暗くなったりする.

したがってそのことから,非常にモーターが傷

みやすい,あるいはセンターがずれやすい.逆

に言いますと,そこで非常に動力を費やして,

結局は電気料金が高くなるんだなあというのが,

1年後にやっとわかったんです.そんなもんで

す.

つまりこれは,本土のものをそのまま持って

きた場合,あるいはクーラーでもそのまま持っ

てきた場合,単純に電気の質の悪さプラス,忠

らく塩害ですね,この大気中に含まれている

塩素の部分が多いという意味からあるいは機械

構造の問題から家電製品は非常に傷みが早い.

いわゆる経済寿命が短くなる.結果的に沖縄の

消費者は高く買わされているというふうになっ

てくると思う.したがって.本土から来た家電

関係でもすべて,もう一度沖縄で見直そうと,

沖縄の視点から見直さないといかんなあと思う

ようになったのです.

もしも例えば,これが沖縄ゆえに,だと思う

んですけど,沖縄で何かが開発されてコントロー

ルボックスでもいい,ICを使った何か開発され

て,これがこの冷蔵庫に取り付けられて,本土

並みの電気料が払われるようになったら,これ

は商品になるというふうにとらえてしまうんで

すね.そのように,もう一度沖縄の視点で海外

の技術,外の技術を見直すと,やるべき仕事は

たくさんある.

南方資源利用技術研究会誌

それと今,琉大の森田先生が今進めている沖

縄スペックというのがありますね,沖縄住宅の.

あれも徹底的にやったほうがいいと思うんです.

つまり沖縄の気候,風土に合うスペックという

のを全部ばっちり作っておいて,そのような企

画の製品を使うと,実は電気料金が安くなりま

すよと,快適になりますよというふうに指導し

ていけば,実は新しいマーケットもそこででき

てくる.単純に本土から持ってきて取りつける

というばかばかしいことはやめられるんじゃな

いかと思う.したがって,これも同じことで,

よく沖縄のホテルには日本間がたくさんありま

す.だけど,これはある本で読んだんですけど,

本土の平均の湿度が大体13-14%である.しか

し沖縄は19-20%ぐらいですよと.だから本土

でふすまを作ってくるとか,あるいは障子を張

り付けてから沖縄にもってくると狂ってくる.

こういったものは南建材という会社で一生懸命

研究しているんですけどね.だから本土から持っ

てくるとだめなものもあるんです.逆に言うと,

こういう性格のものは沖縄で作らないといけな

いのです.ストレートに外から入ってきたもの

を無批判無条件に買い入れ,取り付けるという

問題というのが当然そこに起こる.

それとそこまできますと,実はこの沖縄の視

点といいますか,沖縄であるがゆえの技術開発

があるんじゃないかと,沖縄であるがゆえの産

業というのが,そこで改めて出てくるんじゃな

いかというふうに考えられると思う.そうする

と,そういったものの考え方が出てきますと,

おもしろい展開が今度は出てきます.

先はどちょっと触れましたけども,沖縄で商

売,ビジネスをやる場合に,大体商売変えが非

常に早い,あるいは他の業への変化が早いんで

す. 1年か2年で,すぐ商売は終わっちゃうん

です.あるいは別なものにすぐ事業変えをして

いく.という意味は技術の分野でも言えるんで

す.ということは,ある事業をしていて,すく

2,3年したら別の事業に切り替え,切り群え

ていきますと,そこに残念ながら技術の連続が
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出てこない,技術の蓄積が出てこないというふ

うになってくるんですね.

これは名古屋に非常にいい事例があるんです.

あるタイプライターのメーカーですけど,いや

本当は元はミシン製造業です.いわゆる産業革

命の初期の段階に生まれた愛知県のある企業で

すけど,これは繊維作業でミシンをつくってい

た. ミシンを造るファクターというのは,電気

であり,鋳物であり,あるいはプレスでありと

いう形で,ベニヤでありという4つか5つぐら

いの基本的な技術しかありませんでした.そし

て戟後この会社がやりだしたのは,まず電気技

術を使って,ご存 じの皆様の自転車にくっつい

ていた電気モーター付き自転車です.これは失

敗するんですけれど.それからそのベニヤ加工,

ベニヤ板を加工する技術を活用して,実はこれ

で今ではピアノを作るとかね.あるいはプレス

の技術を使ってタイプライターとか.今はプリ

ンターまで作るようになったとか.あるいは鋳

物の技術を使って,そのまま非常に特殊な工作

機械を作っているとかいうふうに,ひとっの企

業があって,その中に根底に流れている基本的

な技術があって,その技術にオンされて次々

に開発されていくプロセスの商品というのがあ

るんです.これをその時代と共に作りだしてい

くと,ちょうどあの例の新潟県の蕪市や三条市

と同じですよ.根底はちっとも変わらない,だ

けど作っている商品というのは時代に応 じて変

わってくる.つまりそこに技術の連続というの

が出てくるはずと.そこまでいかないと僕は外

から入ってきた技術を十分に消化できないんじゃ

ないかと.つまりそこまでくるとオリジナルの

台湾,韓国,香港,シンガポールの商品,いや

オリジナルの技術というのができるはずだとい

うふうに考えております.非常に技術開発の物

語というのはおもしろくなるんです,

つまり,今,NICSの商品,まあNIESEとい

いますが.NICSの商品が円本に大量に流れて

きております.沖縄にもだいぶ入ってきていま

すけど,この段階まできますと.その台湾の完
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成品というのは僕らから見ると,すべて半製品

に見えちゃうんです.韓国製品も半製品に見え

る.あるいはフィリピンのものもすべて半製品

に見える.素材から半製品まで加工 したんだ.

向こうから見れば完成品だとおっしゃるかもし

れないけど,われわれから見ると,これは部品

の集合だと,つまりわれわれが入り込む余地が

あるなあと,特に向こうの地域というのは品菅,

品質管理がものすごく弱く発達 していませんか

ら.そこで別の実はコンセプトを,商品コンセ

プトを持っておれば,実は新 しい製品が,商品

が,作れると考えるのです.先はど申し上げた

家電,クーラー,あるいはこの教室の蛍光灯で

もいいんですけど,これの組み立て産業が沖縄

で成立する.今,台湾の方でJIS認定工場が増

えつつあるんです.そこから部品を持ってきて

組み立てる.あるいは沖縄の新洋商会みたいに,

たとえば厨房施設というのは,これまでナショ

ナルのものを,そのままそっくり取り付けてい

たものを,ユーザーのニーズに応じて中国から

台湾からあるいは韓国から部品を入れまして,

自分たちで組み立てて,お客さんの好むような

状態であてはめていく.そのほうが圧倒的に付

加価値が高いんです.そういうふうに非常にう

まくやっている会社もあるのです.

さらに別な話に移りますけど, 沖縄の, い

わゆる二次産業分野は非常に商人の世界で成り

立っている.例えば沖縄のGNPが トータルで

1兆7千円ぐらいですか,あるいは商売がそれ

だけあるとすると,別な二次産業的な発想をす

る人が出てくるとなると,実は恐らくそれに相

当する新 しいビジネスが,僕は生まれてさても

おかしくないというふうに考えているんです.

いっもかんじているのは, 1千億円の商売があ

るとすると,恐らく2千億円の二次産葛的な発

想でやるべき産業,仕事があるというふうに僕

は理解しちゃうんです.そうすると,先はビオ

リジナT)ティーというのができ上がると,ある

いは沖縄であるがゆえのものの考え方ができて

きますと,実はもう一一Jl'進んだ形で,現実とい
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うのはそこまでいっていませんけど.考え方が

どうしてもひっようになってくるという意味で

す.

実際.っぶさに沖縄の各工場を見て感ずるの

那-つあるんです.いわゆる付加価値の付け方,

これが非常に弱いんですね.つまり僕の理屈で

いきますと,ものを加工するということでもっ

て,付加価値ができあがります.これは潜在付

加価値と普通言っているんですけど,これだけ

では付加価値は生まれてこないのです.実は時

間管理ですね,時間管理を徹底化する,合理化

することによって,管理化付加価値と呼ばせて

もらっているんですけど,それも出てくるはず

よと.さらに仕入れの研究,素材を研究する,

あるいは仕入れ先を研究することによっても,

これ購買化付加価値というのも出てくるはずと.

さらに,いわゆる軽薄短小というのを担ってい

こうじゃないかというふうに考えてきますと,

これは知識集約化付加価値というのが出てくる

はずと.あるいは作業工程を,短く工数を少な

くしていくことによって,これを僕は技術集約

化付加価値ということも言えるんじゃないかと.

あるいはもっと発展させまして,沖縄調のもの

をオンすることによって,カルチャー化付加価

値も出てくるはずと.さらに最近はバイオが非

常に盛んですからバイオをこうくっつける,バ

イオというバイオ化粧品とありましたね,そう

いっものをオンすることによってベンチャー化

付加価値もあるんじゃないかと.さらに沖縄で

あるがゆえのファッション性を投入することに

よってファッション化付加価値も出るんじゃな

いかと.12個ぐらい考えが出てきます.

こういった面から考えていきますと単純に,

商品開発,あるいは製品開発,あるいは元とな

るオリジナル開発だけでなくて,いわゆる産業

化という側面から見ていきますと,いろんなや

り方があるということをお気づさになると思う.

そして,これまで皆さん,多分そうだと思う

んですけど,この技術開発という場合に,我々

は直ぐ直感的にひらめくのは商品開発,製品開
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発だというとらえ方をしちゃう.実は過去15年,

あるいは10年間,本土でやっていた技術開発と

いうのは,商品開発では,ほとんどないんです.

ほとんどというのは,これは工数をもっと少な

くしよう,工程をもっと短くしようとする開発

なんです.工程 ･工数をもっと短くしよう,少

なくしようとする考え方なんです.だから,商

品開発,製品開発というのは,これはプロダク

トイノベーションというやつで,今売れている

もの,これから売ろうとするものをいかに安く

するかと,工程をいかに短くするかということ

です.

競争条件とは,ご存じのとおり,品質と価格

と納期ですね,もっと易しくいいますと良いも

のを安く早くという作る側の哲学があるんです.

そこを考えていきますと,プロセスのイノベー

ションがはるかに重要なんです.

いわゆる競争,僕は先ほど,製造業は素材を

加工して積み重ねてきてある価値がでるという

ことを単純に申し上げてきたけれども,それだ

けではだめで,競争条件を設定し,どうしても

これを安く作ると,競争ができるという状態を

想定しなくちゃならない.そうなると今売って

いるもの,これから売ろうとするもの,特に今

売っているものをいかに安く作るか,品質的に

はそんなに差はないので,その安く作るための

手法が開発されるべきなのです.実はある意味

では短納期でもあるんですね.だから,むしろ

プロダクトイノベーションよりもプロセスイノ

ベーションが,もっともっと重要かなあという

とらえ方をしております.

お時間のようで,このへんでやめますけど,

たくさんの失礼なことを言ったかもしれません

が,僕の考えていることを申し上げたところで

す.

ただ,学校だとか研究所で,ぜひやって欲し

いのは,外からの技術を評価する技術,あるい

は外から入ってきた技術を消化する技術,自分

のものにしちゃう技術,この素地,畑というも

のを作って欲しい,そうするとわれわれ産業界
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の方も,もっと金,時間をかけて,先ほど申し

上げた付加価値のつけ方にもっと研究できるの

にというふうにとらえております.以上です.

どうもありがとうございました.
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